
＜本年度、工夫できた点・挑戦できた点＞

アルミ缶　７８５．７Ｋｇ、牛乳パック　４６，６４６枚回収できました。
                                                      　　　               　    　（平成２９年１２月末現在）

報　　告　　書

　　　アルミ缶を１，０００Ｋｇ以上、牛乳パックを５０，０００枚以上集める。
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高松市立栗林小学校

リサイクル委員会

　５・６年生のリサイクル委員会２３名のグループです。全校生に「アルミ缶・牛乳パック回収」を呼びかけ、集
まったものをクラスごとに計量したり、それを資金に換え、何に使うかを考えたりしています。

　　　　　　リサイクルの輪を広げ、心と心をつなげよう！

　新校舎に移転した年末を機に、今年度の回収量を集計し、昨年度の回収量と比較しました。結果をグラフに表
して掲示したり、放送したりして全校生に周知しました。また、集まったお金を何に使うか各学級で話し合っても
らうなど、委員会として何ができるかを考え、計画的に進めることができました。

毎月、リサイクル週間を１週間設定し、アルミ缶と

牛乳パックの回収を行っています。

回収日の業間休みには、クラスで集まったアルミ

缶と牛乳パックを全校生が回収場所へ持っていきま

す。リサイクル委員会が各クラスごとに重さや枚数

を記録して、集計を行います。上位３クラスをお昼の

放送で全校生へお知らせし、賞状を届けています。

栗林小学校は平成２９年１２月に新校舎が完成し

ました。１２月末に新校舎に引っ越しを終え、アルミ

缶・牛乳パックを集計してみると、昨年度の回収量よ

りもまだ少ないことが分かりました。そこで、全校生

に放送で知らせるとともに、掲示板にグラフを掲示し

て、２、３月の回収の協力をお願いしました。

今年度は、回収したアルミ缶・牛乳パックを換金し

て、新校舎で使えるものを購入する予定です。各クラ

スで話し合ってどのように使っていくか計画を進めて

いきます。


